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○平成３０年度事業分野
　町政執行の基本方針を基に事業を分類しました。

Ⅰ　子育て・福祉・健康
　　町民の福祉や医療など暮らしと健康を守るための事業

Ⅱ　教育・文化
　　教育・文化・スポーツの振興と人材育成を図るための事業

Ⅲ　生活環境
　　社会資本の整備や環境保全、防災などの町民の安全・生活を守る事業

Ⅳ　産業・労働
　　産業の振興と労働対策に関する事業

Ⅴ　自治・まちづくり
　　行財政運営と協働のまちづくりを進めるための事業

○平成３０年度の予算編成のポイント

平成３０年度の取り組みについて

　平成３０年度の予算編成にあたっては厳しい財政状況の中、全ての事業について事業

効果を検証のうえ、その必要性を再検討し徹底した経費の節減と歳入確保に引き続き取

り組むとともに、「第４次余市町総合計画」の計画的な推進と、子育て支援や本町の地域

資源を最大限活用した産業の振興など「まち・ひと・しごと創生総合戦略」に基づく各

種施策の推進を主眼に予算編成を行いました。

○まちづくりの３つの基本方針
　 　本年度も、平成２４年度から平成３３年度までの１０年間を計画期間として策定した

   　「第 4 次余市町総合計画」の基本構想に掲げる３つの基本方針の実現に向け、引き続き

   　計画的なまちづくりを進めます。

　・住み良く安心して暮らせるまちづくり
　　　主人公である町民が、この町に住んで良かったと思えるような、安心して暮らせるまちづく
　　りを進めます。　

　・多様な資源と人的パワーを活かした元気なまちづくり
　　　産業間・産学官の連携、人的パワーの活用、教育・文化芸術活動とスポーツの振興により、　
　　元気なまちづくりを進めます。

　・町民と行政が連携して歩むまちづくり
　　　町民の立場に立った行政運営を推進し、町民と行政の連携によるまちづくりを進めます。



　　　　  母子 （乳幼児） 保健事業 

　　　　　　　　　　　　　 ３８４万円

 
 （担      当）保健課保健指導グループ

  （事業内容） 　
　　安心して出産・子育てができるよう、妊娠期から

　子育て期における母子健康教室、妊産婦訪問、子育

　て相談、乳幼児健康診査を行う予算です。

　　平成２９年１０月から不妊・不育症に悩む夫婦の

　経済的な負担を軽減するため、不妊治療費等助成事

　業を実施しています。

  （主な経費）
　不妊治療費等助成事業　　　１８６万円

　母子（乳幼児）保健事業　　１９８万円

  （財      源）
　町の負担　　　　　　　　　３８３万円　

　受益者の負担　　　　　　　　　１万円

　　　　 医療給付事業１億１，６８２万円

   （担      当）保健課医療給付グループ

   （事業内容）
　　中学生までの子ども、重度心身障がい者、ひとり

　親家庭等の医療費の一部を助成する予算です。

　　平成２９年１０月から子どもの医療費助成となる

　対象を小・中学生の外来・入院費に拡充しました。
　（主な経費）
　 重度心身障がい者医療助成費 ６，７２０万円

　 ひとり親家庭等医療助成費 １, ０８０万円

　 乳幼児等医療助成費 １，７４０万円

 　子育て支援医療助成費 １，２００万円

　 未熟児養育医療助成費 １０５万円

 　食事療養費等助成費 １０８万円

   （財      源）
　  町の負担 ６，２１１万円

     国の負担 ３２万円

     道の負担 ３，６７８万円

     受益者の負担 １，７６１万円

　　　　　旧黒川保育所解体事業  ７８８万円

  （担      当）町民福祉課児童福祉グループ

  （事業内容） 　
　　老朽化している旧黒川保育所の解体工事を行う予算です。

  （主な経費）
　 工事請負費　　　  ７８８万円 

　○事業名・予算額（万円単位で表示）

　（担　　当）：事業実施している担当部署　　　

   （事業内容）：事業目的など　　　 　　　 　　　　　　　　

   （主な経費）：具体的な予算の使い道と金額　  　　　　 　　　　　　

               　＊少額の経費は省略しているため

                     必ずしも予算額と一致しません。

　（財　　源）：町の負担　町民税など使途が決められていないお金

国の負担　国からの支出金　

道の負担　北海道からの支出金

受益者の負担　参加者や利用者の負担

                      平成 30 年度から新た
      　           に実施する事業

　　　   　     拡充した事業や予算を
        　　　　増額した事業

　　　　　　　継続事業の内、特に注目
　　　　　　　して頂きたい事業

 Ⅰ　子育て・福祉・健康

～町民の福祉や医療など、暮らしと健康を守るための事業～

新規

拡充

 事業概要の見方

３

注目

（財      源）
　　 町の負担　　　　７８８万円

新規

注目注目

　　      子ども ・ 子育て支援事業　　　２億９，２８５万円
 

  （担      当）町民福祉課児童福祉対策室 , 児童福祉グループ

  （事業内容） 
　　 子ども・子育て支援新制度に基づき、幼児期の学校教育や保育、地域の子ども・子育て支援の充実を図

    るための予算です。　

　 ①保育事業：町立保育所（２カ所）の運営と私立保育園への負担金です。

　 ②教育事業：新制度に移行した幼稚園（3 カ所）への負担金です。

　 ③地域子ども・子育て支援事業

　　　「余市町子ども・子育て支援事業計画」に基づき、次の事業を行います。

                  　　時間外（延長）保育：保護者の就労形態の多様化に対応するため、保育時間の延長を行い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ます。　

　　　　　  一時預かり保育 （一般型）：保育所などに通っていないお子さんを一時的にお預かりします。

　　　　　　　  　〃　　 （幼稚園型）：新制度に移行した幼稚園の在園児を対象に教育時間を超えてお子さ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　んをお預かりします。

　　　　　   地域子育て短期支援事業：保護者の疾病などの理由により、家庭において養育を受けることが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一時的に困難となった児童を児童福祉施設において養育します。

　　　　　　　   　放課後児童クラブ：町内３小学校において、放課後や夏期・冬期の休業日などに、保護

　　　　　　　　　　　　　　　　　　者が就労などで日中不在の小学校 6 年生までの児童に遊びを中心と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　した生活の場を提供しており、午後６時まで開設しています。

　　　　　　地域子育て支援拠点事業：黒川児童館において、子育てに関する相談や、子育て中の親子が気

　　　　　　　　　　　　　　　　　　軽に集える場を提供しています。　　　　　　　　　　　　　

  （主な経費）
 　保育事業　　　　　　　   １億１，６０５万円

　 教育事業                        １億４，８１２万円

　 地域子ども・子育て支援事業   ２，８６８万円

  （財      源） 
    町の負担　　　 　                 ９，１３８万円

    国の負担   　　　                  ８，３００万円

    道の負担　                           ６，９３４万円

    受益者の負担　                     ４，９１３万円

４

【その他主要事業】　その他主な事業を紹介します。

○歯科保健事業　　　　　　　　          ８１万円
　    子どもの歯の健康を守るため、幼児歯科健康診査

　やフッ化物塗布及び洗口によるむし歯予防を行う予

　算です。

○妊婦健康診査事業　　                        ８７３万円
      妊娠中のお母さんとおなかの赤ちゃんの健康を確

   認し、安心して出産を迎えていただくため、妊婦健

   康診査の費用を助成する予算です。定期的に妊婦健

   康診査を受診していただけるよう妊娠週数に応じ、

   一般健康診査（最大１４回分）と超音波検査（最大

   ６回分）の受診券を母子健康手帳交付時に発行して

   います。　　　　　　　　       　 　　  　

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業

（
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
ア
ッ
プ
ル
）

注目



　○児童手当の支給　                 ２億３，０００万円

     ○予防接種事業　　                 ２億４，１８６万円
　　　感染のおそれがある病気の発症及びまん延を防ぐ

　　ため、予防接種の費用を助成する予算です。

　　（助成対象ワクチン）

　　　中学生以下インフルエンザワクチン

　　　高齢者インフルエンザワクチン

　　　Ｂ型肝炎ワクチン

　　　ＢＣＧワクチン

　　　麻しん・風しん混合ワクチン

　　　二種混合ワクチン

　　　四種混合ワクチン

　　　ヒブワクチン

　　　小児用肺炎球菌ワクチン

　　　不活化ポリオワクチン

　　　日本脳炎ワクチン

　　　水痘ワクチン

　　　子宮頸がんワクチン

　　　大人用肺炎球菌ワクチン

     ○がん検診事業　　                 ２億１，５１６万円
　　　がんを早期に発見し、早期治療につなげるため、

　　各種がん検診を行う予算です。

　○ブックスタート事業　                             １０万円
　　　赤ちゃんが健やかに

　　育つことを願い、乳児

　　健診（１０カ月）のと

　　きに絵本の読み聞かせ

　　をしたり、育児に役立つ

　　資料を配布する予算です。　 　

     ○基本健康診査事業                                  ２８３万円

     ○救急医療啓発普及事業　                   ６８５万円
　　    休日及び夜間診療を確保するため在宅当番医の調

　　 整や救急医療体制の整備、救急医療に関する知識を

 　　啓発普及する予算です。

○地域生活支援事業　            　          ３，３４４万円
       障害者総合支援法に基づき、 障がいのある方を支

    援する予算です。

　（移動支援）

       屋外での移動が困難な障がいのある方が、外出す

    るときの支援です。

　（日中一時支援）

        障がいのある方を日中一時預かりすることにより

     家族の負担軽減を図るとともに、本人に対して社会  

     に適応するための訓練を行います。

　（相談支援）

        地域で安心して生活をするための必要な相談支援

　  体制を整えるものです。

　（理解促進研修・啓発事業）

　　  障がいのある方への理解を深めるため、研修や啓

　  発を行います。

　（日常生活用具給付）

       重度障がいのある方に、 日常生活用具（蓄便袋、

     蓄尿袋、 歩行補助用杖、 たん吸引器など）の購入費

     用を助成します。

　（手話通訳者派遣）

　　  聴覚に障がいのある方に、意思疎通が困難な場合

     は、手話通訳者を派遣します。

　（手話奉仕員養成）　

  　　手話奉仕員を養成するための講座を開催します。

   （成年後見制度利用支援経費）

  　　知的障がいや精神障がいのある方が、成年後見制

     度を利用する際、申立てを行う親族がいない場合に、

     町が申立てを行うものです。

○障がい福祉サービス等給付事業
　　　　　　　　　　　　　   ４億６，６１６万円  

　　  障害者総合支援法に基づき、 障がいのある方が、

     在宅で介護の支援を受けたり、 施設に通所または入

     所するなどのサービスを提供する予算です。

 Ⅰ　子育て・福祉・健康

５

○障がい児通所給付事業      　        ７，４３０万円　

　　児童福祉法に基づき、障がいのある児童などが、

　施設に通所して訓練など必要な支援を受けるための

   予算です。

○自立支援医療給付事業　             ５，３４９万円
　　障がいのある方に、 その治療を受けるための医療

　費を助成する予算です。

  （更生医療給付）

　   １８歳以上の障がい者手帳の保持者で、人工透析

   や人工関節手術などが対象になります。

  （育成医療給付）

　   １８歳未満の児童で、脳性小児まひ・慢性中耳炎

    ・大動脈狭さくなどが対象になります。

○補装具給付事業　　　                 　   ７８１万円
　    障がいのある方の身体機能を補う装具の購入や修

   理のための費用を助成する予算です。主なものに、

   車いす、補聴器、盲人安全杖などがあります。

○障害支援区分認定審査会経費           ３１２万円

○小樽・北しりべし成年後見センター運営事業　
　　　　　　　　　　　　　　　  　１９３万円
      小樽・北後志 5 町村共同で、同センターの運営及

　び市民後見人を養成するための予算です。

○高齢者等除雪サービス事業                    ９８万円
　   冬期間の生活道路確保のため玄関先から公道まで

   の幅１メートル程度を除雪する予算です。

　   対象者は、独居高齢者、高齢者夫婦、身体障がい

   者世帯などで、自力での除雪が困難で、除雪援助し

   てくれる扶養義務者・親族等がいない世帯です。

   （収入要件があります。）

○介護保険サービス利用者負担軽減事業
　　　　　　　　　　　　.  　　　　   ２９万円

○老人福祉施設入所経費　   １億２，９０４万円

○老人福祉施設整備費　                 １，２９３万円

○在宅介護支援センター運営事業     ４２０万円

○健やか高齢者表彰事業                             　２万円
　    介護認定を受けておらず、 かつ医療機関に入院し

   ていない９０歳以上の高齢者の方々に賞状を贈呈し

   表彰します。また、そのうち毎年度９５歳に到達し

   た方に記念品を贈呈するための予算です。

○百歳敬老祝い金事業　                             ３０万円
　   長年にわたり本町の発展に寄与され、 １００歳を

   迎えられた方々に対して祝い金を贈呈し、長寿をお

   祝いするための予算です。

○福祉センターの管理　                        ３９１万円
　　光熱水費や委託料など施設管理や運営を行うため

   の予算です。

○福祉センター入舟分館の管理　     １３１万円

○社会福祉施設（黒川会館ほか９施設）の管理
　　　　　　　　　　　　　　　　２６９万円

○生活館（黒川八幡、黒川１７区）の管理
　　　　　　　　　　　　　　　　　６３万円

○黒川・沢町児童館の管理　               １４６万円

○老人福祉センターの管理　               ３７８万円

○北後志母子通園センターの管理 
                                                                     　   ５１９万円

６



　　　　　史跡旧余市福原漁場再整備事業  　３４６万円

  （担      当）社会教育課社会教育グループ

  （事業内容） 
　　国指定史跡旧余市福原漁場の防災設備を改修するための

　設計を行う予算です。

  （主な経費）設計委託料　　３４６万円　　　 （財      源）町の負担　　　３４６万円

　        中央公民館外壁改修事業　　　２，４７１万円

  （担      当）社会教育課社会教育グループ

  （事業内容） 
　　中央公民館北側及び東側の外壁の改修工事を行う予算です。

  （主な経費） 工事請負費　　　２，４７１万円

  （財      源） 町の負担　　　　２，４７１万円

～教育・文化・スポーツの振興と人材育成を図るための事業～

　各小中学校改修整備事業

　　　　　　　　　　　　　　　　１，４００万円

  （担      当）学校教育課学校教育グループ

  （事業内容） 
　　児童生徒の良好な教育環境を維持するため、各小

　中学校の改修整備を行う予算です。本年度は、東中

　学校の屋上防水工事を行います。

　（主な経費）工事請負費　　　１，４００万円

　（財　　源）町の負担　　　　１，４００万円

 Ⅱ　教育・文化

７

　　　　 　外国語指導助手による英語教育事業 　１，２８６万円

  （担      当）学校教育課学校教育グループ

  （事業内容） 
　　各町立学校の外国語指導助手を任用する予算に加え、平成３２年度の学

　習指導要領の改訂を見据え、移行期間である本年度から小学校３・４年生

　の外国語活動を前倒し実施するため、新たに１名を増員し、３名体制とし

　て児童生徒の英語教育の充実を図る予算です。

　（主な経費）指導助手報酬　　　９２８万円　　指導助手住宅借上料　　１９８万円

　（財      源）町の負担　　　１ ，２８６万円

新規

　　　 各中学校部活動指導員配置事業

　　　　　　　　　  　　 　　　　　　　 ９６万円

  （担      当）学校教育課学校教育グループ

  （事業内容） 
　   中学校に部活動指導員を配置し指導の充実を図る

　ための予算です。

　（主な経費）指導員報酬　　　　 ９６万円
　　

　（財　　源）町の負担　　　　　 ９６万円

新規

新規

拡充

　未来を担う青少年育成事業  　　１５万円

  （担      当）企画政策課政策グループ

  （事業内容） 
　    余市町の未来を担う青少年を育てるため、 ふるさと応援寄附金

　 を活用して、 青少年を対象とした事業を行うための予算です。

  （主な経費）未来を担う青少年育成事業開催経費　　１５万円

  （財      源）町の負担　　　　　　　　　　　　　　１５万円　

     【その他主要事業】

８

     ○学習支援事業                          　     １，０９８万円
 　　   学校生活や学習上に困り感をもった児童生徒や特

　　 別な支援を必要とする児童生徒に個に応じたきめ細

 　　やかな教育活動の充実を図るため学習支援員を配置

　　 する予算です。

     ○教職員住宅解体事業等保健業務     ３８７万円
　　    老朽化している教職員住宅の解体工事を行う予算

　　 です。

     ○スクールバスの運行                      １，１２６万円

     ○教育研究所の運営                          　   　８７万円

     ○小中学校の健康診断等保健業務     ８９４万円

     ○小中学校の給食調理業務            ２，７４４万円

     ○児童生徒の就学援助　                 ３，７２５万円
 　　     給食費や学用品代・修学旅行費などの負担が困難 

       な世帯に援助する予算です。また、小中学校の特別

       支援学級に在籍する児童生徒の保護者の経済的負担

       を軽減するために、必要な経費も援助しています。

     ○小中学校教育の振興　                        １６５万円

     ○教材・教育・学校備品の購入   １，１３２万円

     ○小中学校の運営                          　３，１６８万円
　　 　学校運営上、必要な委託業務や事務用品の購入、

　　 コンピュータの借上げ等を行う予算です。

　
　

○適応指導教室の運営　                        ４７７万円

○青少年の健全育成　                             ３９３万円

○私立学校助成事業                     　 ,     １１８万円

○スポーツの振興　                                  １３６万円

○社会教育事業                                       　１６６万円

　　生涯学習の場として文化

　教室、各種団体による発表

　会、寿大学、女性学級、成

　人式、放課後子ども教室な

　どの各種事業を行う予算です。

○ 図書資料整備事業　                            ３１９万円

○小中学校の管理　                           ７，７１９万円

○中央公民館の管理                           ２，１８７万円

○ 図書館の管理　                              ２，９５２万円

○水産博物館の管理                             　３６９万円

○フゴッペ洞窟の管理　                        ２５６万円

○ 総合体育館の管理                     　１，５７６万円

○ ジャンプ台の管理　                            ３６０万円

○温水プール、あけぼのプールの管理 
　　　　　　　　　　　　　　　　 ９１０万円

平成２９年度会津若松市の生徒との交流事業

＊これまでに、福島県会津若松市や広島県竹原市

との児童・生徒の交流事業、サッカー教室などの

開催、スコットランドへの中学生派遣事業を実施

しています。

文化教室（歴史ウォーキング）



～社会資本の整備や環境保全、防災などの

　　　　　　　　　　　　　町民の安全・生活を守る事業～

 Ⅲ　生活環境

９

　　　　　町営斎場建替事業　　　２億８，３５５万円

  （担      当）環境対策課環境衛生グループ

  （事業内容） 　　
　　 建設後４０年以上が経過し老朽化が著しい町営斎場の建替

　 工事を行う予算です。

　　 平成２９年度　：基本・実施設計

　　 平成３０年度～：建替工事

　　 平成３２年度～：供用開始

  （主な経費）　　　　　　　　　　　　　　  （財      源）
　 工事請負費　     ２億８，３５５万円  　 　　町の負担　　    ２億８，３５５万円　

　　　　　住宅取得等支援補助事業　　　１，１４５万円

 （担      当）まちづくり計画課まちづくり建築グループ

 （事業内容） 
　　移住定住を目的として本町に転入する世帯及び子育て世帯の住宅取得と町内定住を目的とする住宅取得

   に要する費用の一部を補助するための予算です。

　◎移住定住・子育て世帯移住定住促進施策（転入者対象）
　　◇住宅新築又は建売住宅購入の場合の補助金額

　　　①まほろばの郷地区内：５０万円＋土地購入額の１０％（上限５０万円）

　　　②都市計画用途地域内：３０万円＋土地購入額の１０％（上限２０万円）

　　　　※上記①、②とも、町内業者施工の場合は５０万円を加算

　　　　※上記①、②とも、高校生以下の扶養の子が１人同居の場合は２５万円、２人以上同居の場合は

               ５０万円を加算

　　◇中古住宅購入の場合の補助金額

　　　 ①まほろばの郷地区内：５０万円

　　　 ②都市計画用途地域内：３０万円

　　　　 ※上記①、②とも、高校生以下の扶養の子が同居の場合で、購入後に町内業者施工により

                住宅改修（工事費５０万円以上）した場合は、工事費の２０％（上限４０万円）を加算

　◎町内定住促進施策（町内在住者対象）
      ◇住宅新築又は建売住宅購入の場合の補助金額

         まほろばの郷地区内：土地購入額の１０％（上限３０万円）

            ※町内業者施工の場合は５０万円を加算

 （主な経費）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （財      源）
　住宅取得等支援補助金　        １，１４５万円　　　　町の負担　　　　　　        　１，１４５万円

町営斎場建替え後の外観イメージ

注目

注目

　　　   高速道路関連道路整備事業　　　 ４，５００万円

 （担      当）建設課建設グループ

 （事業内容） 　　
　　北海道横断自動車道の余市延伸に伴い、大浜中登線の交差点改良と

   舗装の補修、経路案内を目的とした道路案内標識を整備する予算です。

  （主な経費）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（財      源）
　 大浜中登線道路整備工事費　   ３，３００万円 　　　　 町の負担　　　　２，８８０万円

　 道路案内標識設置工事費　　　１，２００万円　　　　  国の負担　　　   １，６２０万円

１０

　　　  各公園施設整備事業１，４１５万円

  （担      当）建設課管理グループ

  （事業内容） 　　
　　各公園施設の長寿命化計画の策定、運動公園フェンス

　の取替工事を行う予算です。

  （主な経費）    

　　長寿命化計画策定委託料　　　８６０万円

　　工事請負費　     　　　　       ５５５万円

  （財      源）
　　町の負担　　９８５万円　  国の負担　　４３０万円

新規

　　　　 合併処理浄化槽設置整備事業　　   ２８２万円

 （担      当）環境対策課廃棄物対策グループ

 （事業内容） 　　
　　公共下水道整備区域外を対象として、生活雑排水による河川・海域の水質汚濁防止、さらには各家庭に

　おけるトイレの水洗化により、快適な暮らしを確保するため、合併処理浄化槽の設置に対して助成を行う

　予算です。

  （主な経費）　　　　　　　　　　　　　　　　　（財      源）
　 設置整備事業助成費　     ２７０万円　　　　　 町の負担　　　２２３万円　　国の負担　　　６０万円

　　　　 ロータリ除雪車更新事業

　　　　　　　　　　４，４５５万円

 （担      当）建設課維持グループ

 （事業内容） 　　
    ロータリ除雪車を購入する予算です。　
 （主な経費）　
    ロータリ除雪車購入費　　　４，４５５万円    

  （財      源）
　 町の負担　　   　　　　　　１，７１５万円

　 国の負担　　　　　　　　　２，７４０万円

新規

　　　　  山田団地浄化槽整備事業 　　１，６２０万円

  （担      当）まちづくり計画課まちづくり建築グループ

  （事業内容） 　　
　　 町営住宅山田団地の居住性を向上させるため、汲み取り式トイレを浄化槽による水洗トイレに改修する

    ための予算です。本年度は３棟１２戸の水洗化工事と関連する委託業務を行います。

  （主な経費）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ 財      源）
　 工事請負費　　　　　　　　  １，３００万円　　　　  町の負担　　　       　　　　 ８１０万円

　 調査・設計委託料　　　　　  ４，３２０万円　　　　  国の負担　　　　　       　　 ８１０万円

注目

新規

新規



　　　　　防災事業　　　１，６６８万円

  （担      当）地域協働推進課防災グループ

  （事業内容） 　　
　 　豪雨、暴風、地震、津波などの自然災害や原子力災害の

    対策のため、防災訓練、防災知識の普及啓発、防災用品を

    購入する予算です。

  （主な経費） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　 （財      源）
　 防災会議委員報酬など　　　　　　　１１万円    　       　町の負担　　　　９９７万円

　 避難所用防災用品など　　　　　　４０７万円　　　        道の負担　　　　６７１万円

　 避難所看板設置委託料　 　  　　　７６０万円

　 J アラート受信機更新委託料　　　４９０万円

 Ⅲ　生活環境

１１

  保留地管理法人安定化事業　　　２，４７５万円

  （担      当）まちづくり計画課まちづくり建築グループ

  （事業内容） 　　
　　 補助金：黒川第一土地区画整理事業を支援するために設立

　　　　 　　された保留地管理法人の運営経費を補助する予算

　　　　 　　です。

　 　委託料：まほろばの郷地区のまちづくりの推進と宅地の販

　　　　　 　売促進を図るため、換地の販売や賃貸等の情報の

　　　　　 　把握、 「保留地」 と「換地」 の一元的管理などを委

                   託する予算です。

  （主な経費）　　　　　　　　　　　　　　　　  （財      源）
 　補助金　　　        １，２６７万円　　　　　　　町の負担　　        ２，４７５万円　

　 委託料　　　        １，２０８万円

　地域公共交通網形成事業　　　 ７１１万円

  （担      当）企画政策課政策グループ

  （事業内容） 　　
　　 余市町地域公共交通網形成計画作成及び計画実施に向け、公共交通事業者や関係機関・団体、利用者等を

　 構成員とする協議会を組織し、生活交通の検証、地域公共交通のあり方や活性化の方策を協議・検討するた

　 めの予算です。

  （主な経費）　　　　　　　　　　 　　　　　　（財      源）
　 形成計画策定委託料　　　６８７万円　　　　町の負担　　３５６万円

　 形成計画策定委託料　　　　　　　　　　　　国の負担　　３５５万円

区会での災害図上訓練

まほろばの郷分譲地

注目
 ○余市港湾補修事業 ４５０万円

○河川護岸補修事業 １５０万円

○空き家対策事業 ７６４万円
　　町内にある空家住宅を除却する場合に、補助金を

　 交付する予算です。補助対象となる空家住宅は町の

　 事前調査により、空家関連法令に基づく不良住宅の

　 要件に該当すると判断された、１年以上居住者がい

　 ない空家状態の住宅です。

○桜づつみ桜剪定事業 ２０万円
　　余市川河畔の桜の木

　 の剪定を行い、桜並木

 　の保全を行う予算です。

　 

○町営墓地の管理 １７６万円

○町営斎場の管理 １，５９６万円

○クリーンセンター・登水処理施設の管理
 １，７４７万円

○港湾の管理 ３６６万円

○河川の管理 ３，１１２万円

○各公園の管理 １，７３７万円

○円山公園ふれあい交流施設の管理 ５０２万円

○黒川町営駐車場の管理 ２２３万円

○町営住宅の管理 ２，７７３万円

○消防救助工作車購入事業 
 １億１, ６１２万円
　　高速道路の余市延伸に向け、消防救助工作車を購

　入する予算です。

    ○公害対策事業 ３３０万円
　　   大気中の悪臭物質測定、国道の自動車騒音・振動・

　　交通量調査、河川や海域の水質検査などを行う予算

　　です。

    ○環境衛生事業 ６４万円
　　   飼い犬の登録、狂犬病予防や野犬等の対策、エキ

　　ノコックス症検査、害虫駆除対策などの環境衛生に

　　関する事業を行う予算です。

    ○廃棄物の減量・適正処理 ２億２，３９１万円
　　   循環型社会をつくるため、ごみの適正な分別や処

      分などを行う予算です。

　  （主な経費）

　　 一般廃棄物収集運搬　　　   　　 ６，７９４万円

　 　資源物分別収集運搬処理　　　　 ９，３９６万円

　 　廃プラスチック資源化処理          １，７１６万円

　 　クリーンセンター運営費                 ８９６万円

　　 じん芥収集車購入費化処理          １，７６５万円

    ○要支援者名簿作成業務 ３３万円

    ○町道の整備・維持補修 ５，５１０万円
　　   町で管理している舗装された道路の維持補修と道

　   路側溝の整備を行う予算です。

    ○除排雪対策費 ２億４，２７８万円

    ○道路ストック補修事業 １，２００万円
　      町道都市計画街路中町線の道路を補修する予算で

　　す。

   ○橋梁長寿命化補修事業 ４，７３４万円
　橋梁をできるだけ長く安全に使用するため、長寿

命化修繕計画に基づき補修する予算です。

　本年度は湯内橋の補修工事を行います。

    ○ 電柱移設事業 １００万円

【その他主要事業】

１２



～産業の振興と労働対策に関する事業～

 Ⅳ　産業・労働

１３

  商店街の振興事業　　　　　 ８２９万円

　（担      当）商工観光課商工労政グループ

　（事業内容） 
　　商店街の活性化のため各種事業を補助する予算です。

　　・商店街街路灯電灯料補助金
　　　　各商店街が、 １年間に負担した街路灯の電気料金を最高２/ ３まで補助します。

　　・商店街活性化事業補助金
　　　　地域密着を主とした商店街イベントなどの費用に対して補助します。

　　・商店街空き店舗等活用支援補助金
　　　　町内の都市計画区域にある空き店舗の活用に対して補助します。

　　　　　①店舗改修費１/ ２以内　上限５０万円

　　　　　②店舗賃借料１/ ２以内　月額上限５万円（１年間最高６０万円）

　　・既存店舗改修支援事業補助金
　　　　町内の都市計画区域にある既存営業している店舗の改修に対して補助します。

　　　　　①店舗改修費１/ ２以内　上限５０万円

　（主な経費） 商店街街路灯電灯料補助金　　　　１５６万円  　 （財      源） 町の負担　　　　  ８２９万円　

　　　　　　商店街活性化対策事業補助金　　　３００万円

　　　　　　商店街空き店舗等活用対策補助金　２００万円

　　　　　　既存店舗改修支援事業補助金　　　１００万円

      　 北海ソーラン祭り５０周年開催事業  　
５００万円

　（担      当）商工観光課観光グループ

   （事業内容） 
        「町民みんなで節目のまつりで盛り上がろう !!」をコンセプトに、北海

　　ソーラン祭り第５０回の記念開催に多くの町民が関わり、町民みんなで

　　盛り上がれる祭りを開催する予算です。

　　　本年度は開催期間を２日間から３日間にして開催する予定です。

　　　開催予定日：７月６日（金）、７日（土）、８日（日）

   （主な経費）        　　　　　　 　　（財      源）                         
　  負担金　　　５００万円　　　　  町の負担　　　　　　       ４００万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　 市町村振興協会助成金       １００万円

注目

  新規就農者対策事業　　　１９０万円

  （担      当）農林水産課農政振興グループ

  （事業内容） 
　　 農業者の高齢化や後継者不足等により未耕作地が増加の傾向にあり、その対策の一つとして、新規就農者

    を積極的に受け入れるため、新規就農希望者に対し、農業技術の研修を行う予算です。

   （主な経費） 受入農家への謝礼　　　　　　　　 １４４万円　　    （財      源） 町の負担　　１９０万円　

　　　　　    家賃助成金　　　　　 　　　　　　　３６万円

 　　　　　　新規就農者活動支援センター助成金 　１０万円

  観光振興推進事業　　　　２，２８２万円

   （担      当）商工観光課観光グループ

   （事業内容） 
 　　 本町の観光振興を推進するため、余市観光協会への補助金や観光パン

　  フレットの作成、訪日外国人旅行者受入態勢を整備する予算です。

   （主な経費）                                       （財      源） 
　  観光協会補助金　　  １，９００万円      町の負担　　　      ２，２８２万円　

　  観光パンフレットなど   ３１２万円　   

　  インバウンド関連経費　　７０万円

　

１４

      　 観光トイレ洋式化事業

　　   　　　　　　　　　　　　　　
１２０万円

　（担      当）商工観光課観光グループ

   （事業内容） 
      増加する外国人観光客や高齢者、子ども等の利便

　性の向上を図るために黒川観光トイレの洋式化を行

　う予算です。

   （主な経費）                                 
　  工事請負費　 　　    １２０万円 

　（財      源） 
　  町の負担　　　        　８０万円

　  国の負担　　　　　　  ４０万円

　

新規      　 観光資源の発掘事業　　　   　

　　　　　　　　　　　　　　
３２０万円

　（担      当）商工観光課観光グループ

   （事業内容） 
　　 本町における着地型観光、滞在時間の延長を目

　 的として、本町の特性を活かした体験型の観光資

　 源を発掘する予算です。また、本年度は閑散期で

　ある冬期間の観光資源の発掘も行います。

   （主な経費）                                 
　  体験型観光資源発掘にかかる委託料   ２００万円

　  冬期間観光資源発掘にかかる補助金　１２０万円 

　（財      源） 
　  町の負担　　　        　　 　２６０万円

　  市町村振興協会助成金　　　　６０万円

拡充



【その他主要事業】
○果樹地域適応性検定試験管理事業       ２６万円
　　北海道立総合研究機構からの委託による地域適応

    性試験管理を行う予算です。

○果樹奨励品種植栽事業                     　　３０万円

○農業経営基盤整備事業                          ２５０万円

○農業次世代人材投資事業              ３，０９０万円

○未来につなぐ森づくり推進事業          １９８万円
　　 町内にある一般民有林の森林資源の循環利用を推進

    するため、伐採後の確実な植林の推進を図る予算です。

○二枚貝養殖試験事業   　　　　　            ２５万円

○町有林保育事業                                                ８６万円

 Ⅳ　産業・労働

１５

　６次産業化にかかる事業　　　　　　　　　　　１４４万円

  （担      当）農林水産課産業連携推進グループ

  （事業内容） 

  （主な経費）
　 農水産加工品 PR 推進経費 ８７万円

　 ワイン PR・推進経費 ４３万円

　 研究開発等経費 １４万円

  （財　　源）
　 町の負担 ７４万円

    道の負担 ７０万円

　ワイン産地としてのブランド化や、多様な農水産品から

なる本町特産品のＰＲのためのイベント開催費用、また生

産者自らの６次産業化に向けた研究開発等に対し支援する

予算です。

　【６次産業化とは・・・】
　　６次産業化とは、農林漁業生産の１次産業、
　食品加工等の２次産業、流通・販売・サービ
　スの３次産業が一体となって総合産業として
　発展していくことを目指し、さらに今まで２
　次・３次産業の事業者が得ていた付加価値を
　生産者自身が得ることにより、１次産業を活
　性化させていこうとするものです。

　ワインツーリズムプロジェクト実施事業　　　６３０万円

  （担      当）農林水産課産業連携推進グループ

  （事業内容） 
　　ワインツーリズムの定着と拡充を推進することで、町内の産業活性化を目

　的として取り組む事業であり、基盤となるぶどう栽培やワイン醸造設備等の

　整備支援、イベント等の開催支援、各種ツールを用いたＰＲを行う予算です。

  （主な経費） 栽培・醸造環境強化事業補助金　　５００万円　　　（財      源） 町の負担　　　３１５万円

　　　　　　ワインツーリズム研究事業補助金　　３０万円　　　　　　　　 国の負担　　　３１５万円

さっぽろオータムフェスト２０１７

モニターツアー

○水産資源の増殖事業 ６８１万円
   　 ウニ・アワビ・ニシン・あゆの稚貝・稚魚を放流し、

   水産資源増殖の推進を補助する予算です。

○有害鳥獣被害防止対策支援事業 ２５万円
　　エゾシカやヒグマ、アライグマ等による農業被害か

　らの自己防衛と被害減少を目的として、電気柵やアラ

　イグマ箱わな購入に対し、一部補助する予算です。

○味覚の祭典事業 ２１０万円
　    ＊開催予定日

　　  ９月３０日（日）

○ 労働者にかかる各種事業 １，７１７万円
　　（雇用対策事業等）　　　　             　６８７万円

　　・雇用対策事業

　　　　失業者を臨時職員として雇用する予算です。

　　・冬期雇用対策事業

　　　　季節労働者等を臨時職員として雇用する予算

　　　です。

　　（高齢者の就労支援事業）　　             ４３０万円

　　　　高齢者の就労を支援する予算です。

　　（労働者への資金貸付事業）　             ６００万円

　　　　季節労働者の方や同じ職場に１年以上働いて

　　　いる一般労働者の方の日常生活の支援のため、

　　　一時金をお貸しする予算です。

○中小企業の振興事業 ８，８３２万円

○余市ｉセンターの開設 １７０万円

○大川橋ライトアップ事業 １１万円

○宇宙記念館事業 １，８７４万円
　   毛利宇宙飛行士の業績や宇宙開発、自然・地球環境

   などの学習の場として、情報提供、各種講座や教室等

　を行う予算です。

○農村活性化センター・園芸試験場の管理
 ９８１万円

○農業構造改善センターの管理 ８６万円

○農業用施設の管理 １５０万円

○余市ダムの管理 ８３９万円

○農道離着陸場の管理 ２３１万円

○水産加工排水処理場の管理 １，２４１万円

○フィッシャリーナの管理 ９１９万円

○宇宙記念館の管理 １，０３６万円

○スペース・アップル余市の管理 ６２５万円

○観光物産センターの管理 １，５２９万円

○浜中・モイレ海水浴場の管理 ４０３万円

○勤労青少年ホームの管理 ３５４万円

○労働福祉会館の管理 ９６万円

宇宙記念館イベント風景

１６



　区会街灯補助事業　　　６５２万円

  （担      当）建設課管理グループ

  （事業内容） 　
　 街灯設置補助金：各区会等の街灯の設置費用および更新費用に対し１/ ２以内の金額を補助する予算です。

　 街灯料補助金：各区会等が１年間に負担した街灯料に対し２/ ３以内の金額を補助する予算です。

  （主な経費） 街灯設置補助金　　　２５２万円　　　 （財      源） 町の負担　　　６５２万円　

　　　　　   街灯料補助金　　　　４００万円　 

 Ⅴ　自治・まちづくり

１７

 ふるさと納税事業

　　　　　　　　　　　　  　２，５２３万円

  （担      当）企画政策課政策グループ

  （事業内容） 　
　　ふるさと納税の取扱いにかかる予算です。

　町特産品の PR 促進を図るため、昨年度から

　クレジット収納による寄附金の受入を行って

　います。

  （主な経費） 
　ふるさと納税取扱業務委託料　 ２，４７５万円

　公金クレジット取扱手数料　　　   .  ４３万円

  （財      源） 

　町の負担　　　　　　　　       ２，５２３万円

 余市町生涯活躍のまち形成事業
   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

４４万円
  （担      当）企画政策課政策グループ　　

  （事業内容） 　
　　 平成２７年度に策定した「余市町まち・ひと・しご

　 と創生総合戦略」に基づく、人口減少に対応するため

　 の取組の１つとして、 元気なシニア層の方々が都市部

　 から本町に移り住み、まちに溶け込むことで、町民誰

　 もが将来にわたり元気で活躍できる、持続可能な地域

　 づくりを目指すための施策について検討する予算です。

  （主な経費） 
　 検討委員会開催のための経費　　　 　 ４４万円

  （財      源）

　 町の負担　　４４万円

　高速道路開通 PR 事業　　　　７３６万円

（担      当）企画政策課政策グループ

（事業内容） 　
 ①高速道路開通広域連携事業

 　　平成３０年度の北海道横断自動車道の延伸に向け、北後志６市町村

　 が連携して地域の PR を行い、交流人口の増加を図るための予算です。

 
②高速道路開通地域活性化事業

　　 町民への情報提供やイベントの開催等を通じて、高速道路の延伸に

　 向けた町内の機運を高めるための予算です。

（主な経費）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（財      源）
　負担金　　　　　　　　　２５０万円　　　　　　　　　町の負担　　　　　　　　６３６万円

　PR に要する委託料　　　 ４８６万円　　　　　　　　　市町村振興協会助成金　　１００万円

～行財政運営と協働のまちづくりを進めるための事業～

     ○区会活動経費 ３６７万円

     ○自治基本条例制定業務 ５０万円

     ○余市町まち・ひと・しごと創生委員会
 ２０万円

     ○広報よいちの発行 ６６８万円

     ○議会だよりの発行 ３５０万円

　移住定住対策等事業　　　　３７４万円

  （担      当）企画政策課政策グループ

  （事業内容） 　
　　余市町への移住希望や検討をされている方々に向けて、町

   の概要やセールスポイントなどの情報を発信し、移住・定住

　の促進と交流人口の増加を図るための予算です。

  （主な経費） 各種フェアへの参加、PR 事業経費   ３７４万円　　　
  （財      源） 町の負担　　　　　　   　　  　　　１９４万円

　　　　　　道の負担　　　　　　　　　　　　　  １０万円

                  市町村振興協会助成金　 　　　　　 １７０万円　

　ゆかりの自治体との地域連携の推進　　　１５９万円

  （担      当）企画政策課政策グループ

  （事業内容） 　
　　本町との歴史的なつながりや、連続テレビ小説「マッサン」の放映による交流活動を契機とした、ゆか

　りの自治体との連携を図り、「ひと」や「もの」を通じた交流を推進するための予算です。

　　福島県会津若松市：会津藩士が余市町に入植、本町農業の基

　　　　　　　　　　　礎を築く【親善交流都市】

　　奈良県五條市　　：五條高校賀名生分校の農業研修生の受け入れ

　　　　　　　　　　　【災害時相互応援協定締結、交流都市提携】

　　広島県竹原市　　：余市町名誉町民である竹鶴政孝氏の出身地

  （主な経費） 連携推進のための旅費  　　 　　　　　　 １２２万円

　　　　　　ゆかりの自治体との交流事業のための経費　 １６万円

　　 　　　  特産品等の PR のための経費　　　　　　 　１１万円

  （財      源） 町の負担                                              １５９万円

平成２９年度会津若松市訪問事業

【その他主要事業】
○消費者行政対策経費 ７６万円

○無料法律相談 ５１万円

○職員厚生・研修関係経費 １，０４２万円

○電算管理経費 ３，７８９万円

○財務諸表の作成 ８６万円

○交通安全関係経費 １，４３１万円

○役場庁舎の管理 １，４１０万円

１８

オール北海道移住・定住フェア



　　　　 　　　　　  

　　　　 　　　　　  

　　　　 　　　   

◎介護保険特別会計

◎国民健康保険特別会計

　余市町にお住まいで、他の健康保険制度に加入していない方を対象として、医療機関で受診されたときの

保険給付や出産一時金・葬祭費の支給と特定健診などを行う予算です。

（担      当） 保健課

（財      源） 町の負担 　　　　    　　 ２億９，９０４万円

　             道の負担　　　　　　　２０億７，５７０万円

　             他の公的機関等の負担   　５億　.　 ９０万円

　             国民健康保険税　　　　　４億６，３３６万円

◎後期高齢者医療特別会計

　後期高齢者医療制度に加入する７５歳以上の方と、６５歳から７４歳までの一定の障がいのある方から保

険料を徴収し、本町が加入する北海道後期高齢者医療広域連合へ負担金を支払う予算です。

（担      当） 保健課

（財      源） 町の負担　　　　　　　 　 １億９，３６５万円

　　　　　 国の負担　　　　                            ７２万円

　　　　　 他の公的機関等の負担                      ６３万円

　　　　　 後期高齢者医療保険料         ２億２，４００万円

 　特別会計・公営企業会計
　一般会計に対し、特定の歳入歳出を一般の歳入歳出と区別

して別個に処理するための会計です。本町には４つの特別会

計予算があります。

予算総額　３億２，９００万円

予算総額　２７億４，９００万円

特別会計

１９

　介護保険サービスに係る保険給付と介護予防などを目的とする地域支援事業を行う予算です。

（担      当） 高齢者福祉課

（財      源） 町の負担　　　　　　　 　３億２，９９２万円

　             国の負担　　　　　　　　 ５億９，７７９万円

　             道の負担　　　　　　　 　３億３，６４５万円

　             他の公的機関等の負担    　６億６，８６４万円

　             介護保険料など　　　　 　４億５，８２５万円

予算総額　２３億３，１０５万円

　　　　 　　　　　  

　　　　 　　　　　  

◎水道事業会計

◎公共下水道特別会計

公営企業は、民間企業と同じように事業を運営します。

本町には、水道事業会計予算があります。
公営企業会計

２０

予算総額　１２億５，８７０万円

　各家庭のトイレの水洗化等による快適で衛生的な生活を促進し、下水道事業の普及により公衆衛

生の向上と公共用水域の水質を保全し、きれいなまちづくりを進めます。

　本年度は、下水道管や下水処理場などの整備を予定しています。

（担      当） 下水道課

（財      源） 町の負担　　　４億９，２７３万円

　             国の負担　　　　　８，０３０万円

　             借入金　　　　４億３，９００万円

　             下水道料金　　２億７，４３１万円

　             その他　　　　　　　 ２３６万円

予算総額　１２億８，９００万円
　町民の皆さんに水道水を供給する事業であり、公営企業として事業に要する経費等の大部分は皆

さんからの「水道料金収入」で賄われています。

　本年度は、主要な管路の耐震化工事と、浄水場・取水ポンプ場などの設備の更新を予定しています。

（担      当） 水道課

（財      源） 町の負担　　　　　７，８８５万円

　             道の負担　　　　　３，７２７万円

　　　　　 借入金　　　　２億５，０３０万円

　　　　　 水道料金　　　５億４，０５１万円

　             その他　　　　１億４，６８７万円

※予算総額（支出総額）と財源（収入総額）の差額は、予算総額に現金支出が伴わないもの（減価償却費等）

が含まれていることと、前年度からの繰越金で補てんします。
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